
企業・大学 

  研究機関など 
・出張講義 

・先端技術指導 

  ・指導技術支援 

  ・現場見学 

 

 

運営指導委員会 

指導と助言 

・事業について 

・目標と計画 

・取り組み状況 

・研究成果の評価 

 

 

専門高校 Progressiveプロジェクト 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 
 

 
◎最新の入出力デバイスの制御に関わる高度な知識や技能を身に付けることができる。 

◎システム開発の一連を体験することにより、技術者としての心構えを育成できる。 

◎コンピュータの操作を苦手としていたり、今後潜在的に苦手となることが想定される方

にとって、直感的なコンピュータ操作が可能になることにより、楽しく学習することが

できたり、リハビリ効果が得られるなど副次的な効果が期待できる。 

「直感的なコンピュータ操作環境の構築」 
 
○３次元入力デバイス及びヘッドトラッキングを実装した出力デバイス
の組み合わせによる多岐選択型学習用アプリケーションの開発 

○VR（バーチャルリアリティ）を活用した高齢者社会対応型フィジカル
コンピューティング 

手の動きを認識する 
モーションセンサデバイス
でアプリケーションを操作 

多岐選択型の学習用 
アプリケーション 
問題の選択・出題・採点 
出題 
 

モニター 
アンケート調査 
・本校生徒 

・地域の高齢者・幼児 

連 携 

ヘッドマウントディス 
プレイを用いて VRを 
表現する。 


